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１．はじめに 

超小型モビリティとは，「自動車よりコンパクトで小

回りが利き，環境性能に優れ，地域の手軽な移動の足

となる１人～２人乗り程度の車両」と定義されている。 

超小型モビリティの導入効果の１つとして，観光振

興が挙げられる。超小型モビリティそのものが観光資

源になることが確認された他，自動車よりもこまめに

利用できることから，回遊に適していることが確認さ

れている 1)。 

千葉県大多喜町観光本陣には，令和２年から観光利

用を想定した，超小型モビリティを導入しているが，

利用状況は低調である。そこで，本研究では，大多喜

町の超小型モビリティを対象として，近距離周遊利用

における魅力に関する研究を行った。 

２．既存研究の整理と本研究の位置づけ 

橋本ら 2)は，岡山市中心部とその周辺に超小型モビリ

ティシェアリングシステムの導入を検討するにあたり，

導入による街への魅力の影響要因を分析している。超

小型モビリティシェアリングシステムが導入された際

の利用意向が，街の魅力に強い影響を与えている要因

であることが分かっている。 

塩見ら 3)は，移動者の交通機関選好意識構造を明確化

し，公共交通のサービス水準の向上及び，利用促進に

資する施策を講じるための基礎的知見を得ることを目

的とした研究を行っている。交通機関選好に関する階

層分析法を通し，選好における重要度を特定し，交通

機関選好に影響を与える項目を明らかにしている。し

かし，この研究は公共交通機関に対するものであるた

め，超小型モビリティに対する研究は行われていない。 

本研究では，超小型モビリティを含む移動手段選択

に着目し，既存研究で扱われていない大多喜町を対象

とした。 

３．研究方法 

３．１ 分析方法 

本研究では，回答者の移動手段選択に対する考えを 

定量的に評価するため，階層分析法（AHP）を用いて

分析を行う。大多喜町観光本陣より利用可能な移動手

段及び，移動手段選択時に生じると考えられる評価基

準を基に作成した階層構造（図－１）を使用し，アン

ケート調査を実施した。  

 

図－１ 本研究に用いる階層構造 

各評価基準の重要度（ウェイト）及び，総合評価値

は以下の手順で算出する。 

各評価基準の評価，または代替案の評価の相乗平均

を式（１）より求める。 

𝐺𝑗 = √𝑥𝑗1𝑥𝑗2𝑥𝑗3 ⋯ 𝑥𝑗𝑛
𝑛  ,  𝑗 = 1,2, … , 𝑛       (1) 

𝐺𝑗：評価値の相乗平均 

𝑥𝑗𝑛：評価基準の評価値 

𝑛：評価基準の数 

 この相乗平均を標準化した値が，ウェイトとなる。 

𝑤𝑗 =
𝐺𝑗

∑ 𝐺
                   (2) 

𝑤𝑗：評価基準のウェイト 

 式（２）より求めたウェイトを用いて，各代替案の

総合評価値を式（３）より求める。 

𝑣𝑗 = 𝑤1𝑤1𝑗 + 𝑤2𝑤2𝑗 + ⋯ + 𝑤𝑛𝑤𝑛𝑗 , 𝑗 = 1,2, … , 𝑛   (3) 

𝑣𝑗：代替案の総合評価値 

𝑤𝑛：評価基準のウェイト 

𝑤𝑛𝑗：評価基準の評価値 

𝑛：評価基準の数  

３．２ アンケート調査 

階層分析法を行うにあたり，アンケート調査を実施

超小型モビリティ レンタサイクル 徒歩

移動手段の選択

負担面評価基準
大分類

目的

料
金

時
間

魅力面

景
観
を
楽
し
む

非
日
常
的
な
体
験

利用面

免
許
の
必
要
性

同
行
者
数

快適面

疲
労
度

健
康
的
か

立
ち
寄
り
箇
所
数

評価基準
小分類

代替案



令和３年度 日本大学理工学部交通システム工学科 卒業論文概要集 

 

 

した。調査の概要を表－１に示す。 

表－１ アンケート調査の概要 

 

４．分析結果  

 総合評価値及び，評価基準の重要度を図－２，図－

３に示す。この結果より，超小型モビリティは総合的

に評価されており，魅力があるという結果を示した。

また，負担面に対する重要度が高いことから，総合評

価に最も影響を及ぼす項目は負担面であることを明ら

かとした。 

 

図－２ 総合評価値グラフ 

 

図－３ 各評価基準の重要度 

超小型モビリティが魅力的にも関わらず，実際の利

用件数が少ない要因は，認知度が影響しているのでは

ないかと考える。超小型モビリティのレンタルを行っ

ていることに対する認知度別の総合評価値を図－４に

示す。この結果より，超小型モビリティのレンタルを

行っていることを知らなかった人であっても，大多喜

駅周辺を周遊することを想定した場合，超小型モビリ

ティは魅力的だということである。つまり，移動手段

として魅力的であるが，十分に認知されていないがゆ

えに，利用に繋がらなかったのではないかと考える。 

 

図－４ 総合評価値グラフ（認知度別） 

超小型モビリティのレンタルを行っていることを知

らなかった人のうち，超小型モビリティを観光時に利

用したいと回答した方は，30 人いた。 

 これらの結果より，超小型モビリティの存在を十分

に周知することにより，利用者が増加し，超小型モビ

リティが持つ効果を，大多喜町において発揮すること

ができるのではないかと考える。 

５．おわりに 

本研究では，超小型モビリティの近距離周遊利用に

おける魅力について研究を行った。その結果，超小型

モビリティが総合的に魅力的であると示された。また，

総合評価に影響を及ぼす評価項目を明らかにした。さ

らに，超小型モビリティの認知度を改善することによ

り，観光振興の効果を発揮する可能性を示した。  

今後の課題として，詳細な分析を行うために，階層

分析法において，評価基準や代替案を増やすことや多

くのサンプル数を集めることが挙げられる。 

謝辞：本研究にあたり，代表取締役の古竹孝一様を始めとす

る，いすみ鉄道株式会社の皆様並びに，大多喜町観光協会の
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